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　あいっくで３月 27日、ファミリーコンサートが開催
され、200人を超える親子づれが参加しました。
　この日は、各地でファミリー向けの音楽会を展開して
いる「スキップ楽団」がキーボードやドラムなどの生演
奏を披露し、クイズや手遊びなども行われました。参加
者たちは、音楽を聴くだけではなく、一緒になって大き
な声で歌ったり、手拍子をしたりしてコンサートに参加
し、楽しい時間を過ごしていました。

歩みを受け継ぎ新たにスタート
南花台小学校開校式

河内長野駅前
歩行者デッキに屋根を設置

　南花台東小学校と南花台西小学校の統合により、両校
の歩みを受け継ぎ、新たに誕生した南花台小学校の開校
式が、４月４日に行われました。
　式典では、市長から学校長に新しい校旗が授与され、
開校宣言に引き続き、校歌と校章が披露されました。同
校は、南花台の子どもたちの学びや、地域のまちづくり
の新たな拠点として、子どもたちと共に歩み出しました。

　ノバティながの北館と南館をつなぐ歩行者デッキに、この
たび屋根を設置しました。これは、市の玄関口としてふさわ
しい河内長野駅前周辺の空間づくりを進め、駅前の活性化や
歩行者の利便性を高めることを目的に整備したものです。
　今回の整備に引き続き、河内長野駅とノバティながの
北館３階とを結ぶデッキから長野商店街アーケードの入
口方面につながる階段部分にも、今後新たに屋根を設置
し、快適な環境整備を進めていきます。

楽団の楽しい演奏にひき込まれました

新しい校旗を手にする黒田校長と芝田市長 天候に関係なく快適に移動できるようになりました ❶カヤは一度火がつくと一気に燃え広がります　❷隣の区画に火が移らないよう消火作業をする様子　❸真っ黒になった山頂の焼け跡

　４月14日、岩湧山頂でカヤ場を保全するための山焼
きが実施されました。悪天候のため３度延期された山
焼きでしたが、当日は強風のためスタートが遅れたも
のの、地元の人たちや市職員ら約80人が参加。　
　地元の人たちが区画を分けて順番に火をつけたカヤ
場は大きな炎を立てて燃え上がり、瞬く間に真っ黒に。
　カヤ場は焼かれることで雑草や雑木が駆逐され、良
質なカヤが育ちます。ここのカヤは冬場に刈り取られ、
民家や寺院の屋根材などに使われます。

燃える岩湧山の頂
いただき

カヤ場を保全する山焼きを実施

まちの話題をお届けします
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楽しい楽団がやってきた
あいっくファミリーコンサート
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